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令和４年度当初事業計画 

令和４年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館事業計画 

１ 基本方針 

  平成２５年４月に，調布市武者小路実篤記念館（以下「実篤記念館」という。）の設立理念に基

づき，事業の円滑化，効率化を図り，継続性を確保するために「一般財団法人調布市武者小路実篤

記念館」（以下「財団」という。）が設立され，令和４年度で１０年目を迎えます。 

  財団は，平成２６年４月からは指定管理者に指定され事業運営と施設の管理運営を一体的に担っ

ており，令和４年度はその２期目（指定管理期間１０年）の４年目となります。また，引き続き，

調布市実篤公園（以下「実篤公園」という。）と園内の旧武者小路実篤邸（以下「旧実篤邸」とい

う。）の日常管理についても調布市から受託して参ります。 

  財団では，指定管理者としてのこれまでの実績を基に，「武者小路実篤の業績を顕彰し，広く市

民の教養，文化の向上に寄与する」という実篤記念館の設置目的を達成するべく，市民の誇れる文

化施設として「武者小路実篤を核とした特色ある事業」を展開することで，利用の促進を図るとと

もに，地域の魅力向上に貢献して参ります。 

  令和２・３年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により，実篤記念館は事業活動，財団運

営に多大な影響を受けました。令和４年度も引き続き新型コロナウイルス感染防止対策を充分に行

いながら，感染状況に応じて事業内容に創意工夫を図り，事業活動が継続できるよう努めます。 

事業運営業務では，日本で唯一の「実篤，『白樺』，新しき村」の情報収集発信基地として， 

文学，美術，演劇，新しき村など，幅広い分野にわたる活動を紹介するとともに，日本近代文学・ 

美術を代表する作家や画家たちとの交流など，実篤の多面的な魅力を存分に発揮するように様々な 

事業を実施します。また，「何度でも行きたくなる実篤記念館」を目指し，積極的な広報活動によ 

り認知度を高めて，リピーターの定着と新規利用者の開拓を図ります。  

施設管理業務においては，芸術鑑賞施設として子どもから高齢者まで様々な利用者が訪れるた

め，新型コロナウイルス感染防止対策はもとより，安全で快適，清潔な施設の運営管理に取り組み

ます。また，貴重な財産を後世に継承するため，資料等を良好な状態に保つ保存環境を維持し，施

設機能を充分に発揮して事業活動を円滑に展開できるよう努めます。なお,令和４年度は，調布市

が実施する実篤記念館の外壁及び屋上防水等改修工事に伴い約３か月間休館いたします。工事に際

しては市と充分に連携を図り，施設機能の維持・向上に取り組みます。 

実篤公園は，国分寺崖線上に位置し，湧水がある武蔵野の自然が残る場所です。また，実篤が実

際に生活していた場として多くの利用者から高い関心を受ける旧実篤邸は，平成３０年に国の登録

有形文化財として登録されました。実篤記念館と実篤公園・旧実篤邸を効果的に相互活用すること

で，調布市の文化施設としての魅力を一層高めていきます。 

財団は公益的な責務を果たし，より一層の安定性及び継続性を保ち，効率的な管理・運営体制を

構築するため，次のとおりに事業目標及び，組織・運営目標を設定し，積極的な事業運営を進めま

す。市民をはじめ，地域の学校や社会教育施設，社会福祉法人等との連携や，スタンプラリーをは

じめとする近隣市町村等との広域連携により魅力ある事業を展開することで，多摩地域の回遊性の

向上を図るなど，指定管理者として２期目の１０年間を見据えた財団運営を行って参ります。
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２ 令和４年度重点的な取組 

（１）博学連携の推進

 令和元年度と２年度にわたりミュージアムアドバイザーに委託して行った博学連携推進のため

のワークショップの成果を踏まえ，ＧＩＧＡスクール構想に対応すべくＩＣＴを活用した博学連

携の推進に取り組んでいます。令和３年度は，実篤記念館が持つデジタル資料を教材として活用

できるよう，ホームページのコンテンツを整備しました。また令和２年度から調布市教育部指導

室が実施する調布市若手教員育成課題別研修（初任者研修）を受け入れ，実篤記念館と武者小路

実篤について知っていただくとともに，現場の教員との意見交換を行なっています。令和４年度

はこれらを更に進め，新たな教材の開発・提案等を推進し，「個別最適な学び」，「協働的な学

＜事業目標＞ 

１ 武者小路実篤の顕彰 

年７回の展示事業，実篤及び周辺資料の積極的な収集，整理，保存及び調査・研究を継続的に

実施します。 

２ 実篤記念館のブランド化（日本で唯一の実篤研究の情報収集発信基地） 

 武者小路実篤の顕彰をベースに，「情報収集発信基地」としての機能を充実させ，内外に情報

発信する日本で唯一の「実篤，『白樺』，新しき村の研究施設」を目指します。 

３ 次代を担う子どもたちへのアプローチと利用の拡大 

学校教育において活用しやすい学習メニューの開発と提供を行うことにより，子どもたちに積

極的に働きかけ，未来の来館者の育成と人間愛・郷土愛を育む取組を実施します。 

４ 実篤記念館と実篤公園を活用した事業展開 

実篤記念館及び実篤公園について，より効率的で効果的な運営体制の構築を目指します。ま

た，国の登録有形文化財に登録された旧実篤邸の新たな活用方法を検討して参ります。 

５ 館の外へとつながる事業 

  実篤記念館から外に出て，実篤の活動や魅力を伝えて参ります。地域や近隣市の関係施設との

協力事業，展覧会や講座等の開催協力などに積極的に取り組みます。 

また，ツイッターの独自アカウント運用をはじめとする積極的な情報発信により，認知度を高

め，多くの人とつながる事業を展開します。 

＜組織・運営目標＞ 

１ 財団の安定的・継続的な組織づくり，組織の透明性及び信頼性の向上を情報公開等で図るとと

もに，効率的で効果的な運営に努めます。 

２ 実篤記念館が目指す中・長期的な展望を持って，事業目標を実現するために事業計画の達成に 

  向けた取組を着実に進めて参ります。 

３ 安定した法人運営を行うために，人材の確保に努めるとともに，職員の人材育成を促進しま 

す。 

４ 財団としての特徴と独自性を活かし，事業の幅と奥行きを広げることにより，全ての市民が利

用できる施設として地域貢献を図り，来館者一人一人に満足してもらえるようにサービスの向

上・充実に取り組みます。 
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び」の実践において教材と場を提供します。また，コロナ禍による移動と集合の困難の軽減・解

消に努め，市内東部地域以外でこれまで来館が困難だった小・中学校にも，ＩＣＴを利用して積

極的に実篤記念館を活用していただく機会を広げます。 

（２）春の特別展「人間萬歳」―実篤と狂言―

 小説・詩・脚本・随筆など生涯に７，０００篇以上の作品を著した実篤が，自身で一番好きな

作品として挙げたのが「人間萬歳（狂言）」です。天界から地球に生まれた人間の営みを眺める

神や天使の様子を通して，人間の愚かさと無限の可能性を描いた作品です。脚本形式で書かれ，

大正，昭和と舞台化され，令和になってからも上演されています。大正１１（１９２２）年の発

表から令和４（２０２２）年に１００年を迎えるのを機会に，作品の生まれた背景や演劇への広

がりなど「人間萬歳」を深く掘り下げ，あわせて実篤が「狂言」とよぶ喜劇作品を紹介し，実篤

の文学世界を読み解きます。 

（３）秋の特別展「受け継がれてきたもの」―武者小路家ゆかりの名品―（資料整理，調査・研

究成果の活用） 

 実篤記念館は，昭和５１（１９７６）年に実篤が死去した後，御遺族から寄贈された資料を基

に設立されました。その後も昭和６０（１９８５）年１０月の開館から今日まで，御遺族から継

続的に資料を御提供いただいています。実篤記念館ではこれらの資料を整理し，調査・研究を続

けてきました。その成果として，秋の特別展では，原点に戻り，武者小路家ゆかりの品々を特集

します。御遺族の手元で大切にされてきた実篤の原稿や書画などの作品・資料や愛蔵品・愛用品

に加え，江戸時代中期に活躍した二代当主・実陰の和歌など武者小路家先祖に関する資料なども

紹介します。 

（４）調布市文化会館たづくり展示室での移動展開催

 令和４年度は外壁及び屋上防水等改修工事のため約３か月間休館を余儀なくされますが，この

間に調布市文化会館たづくり展示室で移動展を行い，展覧会及び普及事業を展開します。 

 実篤の書画に添えられた「仲よき事は美しき哉」などの画讃や，小説や人生論に書かれた，互

いに認め合い，生き抜く意思が込められ，物事の明るい面を見て希望を見出す実篤の言葉は，読

む人の心に響き，座右の銘とする人も少なくありません。新型コロナウイルス感染症の流行によ

り生活の変化を余儀なくされ，様々な困難に直面する今，「人生の旅人に幸あれ」をはじめとし

て心を前向きにする実篤の言葉を味わっていただく機会とします。

（５）資料整理と情報提供システムリニューアルの推進

 寄贈・寄託・購入などにより，新たに収集した資料を，よりよく活用し利用者に提供するため

に，一層の資料整理に努めます。また，資料整理によって得た情報について，収蔵品データベー

スへの登録を進め，広く情報を公開して参ります。

調布市の基本計画に位置付けられている情報提供システム（収蔵品データベース，情報閲覧シ

ステム，映像視聴システム，ホームページ）の全面リニューアルに向けて，将来にかけて必要と

される内容，技術の進歩と情報利用の環境変化，利用者の意識の変化，時代のニーズ等を視野に

入れて，改修の内容と方向性について検討を行います。また，リニューアルまでの間は，既存の

情報提供システムの安定的な運用に取り組むとともに，データ整備やコンテンツの提供方法の見

直しなど準備を進めて参ります。
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（６）他施設との連携の推進

 実篤記念館が蓄積してきた情報と教育資源を活かし，調布市郷土博物館はもとより，公民館３

館，文化会館たづくり，せんがわ劇場などの調布市内施設と，事業の提供や共催事業の開催など

で地域との連携を更に進めます。また，調布市及び周辺地域の周遊を目的としたスタンプラリー

などへの参加により，他団体や多摩地域の施設との連携に積極的に取り組み，広く実篤記念館と

事業の周知を図り，外へつながる事業展開に努めます。 

（７）旧実篤邸の保存と活用

 平成３０年に国の登録有形文化財に登録された旧実篤邸は，建設から６７年が経過していま

す。後世に伝えていくために，状態の把握に努め，保存のために必要な対応を図ります。また，

引き続き貴重な文化財として公開に努めるとともに，効果的な活用を検討して参ります。 

（８）作品・資料の保存環境整備

 実篤記念館が収蔵する作品・資料を，良好な状態を保って保存し後世に伝えるために，温湿度

の調整や照明の管理など，保存環境の維持・改善に努めます。令和４年度は，実篤記念館内の資

料保存環境を把握するために隔年で行っている環境調査を実施します。また，旧実篤邸内で公

開・保存している所蔵資料について，虫害を防ぐため，消毒作業を行います。 

（９）新型コロナウイルスに関わる対策

 新型コロナウイルス感染拡大を防止するため，これまで取り組んできた消毒や換気などの対策

を徹底し，来館者が安心・安全に利用できるよう努めます。感染状況の変化により，講座など人

の集まる事業の実施が困難な場合が予想されますが，事業の質を保ち活動の停滞を避けるため，

中止となった事業を録画し，インターネットを活用して動画で配信するなど，状況に即応した柔

軟な対応を実施します。また，来館が難しい状況の中でも，旧実篤邸を実感していただけるよう

に旧実篤邸のＶＲ映像を制作し，ホームページで公開します。 

３ 事業概要 

（１）指定管理事業

ア 普及促進事業

展示事業では，年２回の特別展と４回の企画展，調布市文化会館たづくり展示室での移動

展を開催します。また，展覧会のより深い鑑賞と内容の理解の一助となるよう，展覧会の内

容に合わせた鑑賞カードやクイズなど魅力あるツールの作製と提供に努めます。 

 普及事業では，例年，夏休みに小・中学生を対象に「夏休み自由研究サポート」を閲覧室

等で開催してきましたが，令和２・３年度は密集を避けるため工作キットの配布に変更しま

した。令和４年度は新型コロナウイルス感染防止対策を徹底した上での実施を目指し，一方

で感染状況に応じた事業内容の変更も視野に入れて柔軟に対応します。 

 学校教育との連携では，ＩＣＴを活用した博学連携を更に進め，新たな教材の開発・提案

等を推進します。また，調布市教育部指導室が実施する調布市若手教員育成課題別研修（初

任者研修）を受け入れ，実篤記念館の持つ豊富な作品・資料や事業について認知度を高めま

す。引き続き学校図書館でのパネル展示などで，実篤に親しむ機会を増やし，東部地域以外

の市内小・中学校にも積極的にアプローチし，未来の利用者育成につなげます。 

 調布市郷土博物館との協力事業では，双方の収蔵資料を相互に活用し，夏休みの子ども向

け事業の案内印刷物を共同で作成・配布するなどを展開します。 
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 閲覧サービス・情報公開事業では，実篤の作品を鑑賞し，関連資料の学習・研究ができる

よう，閲覧サービスを行います。情報を蓄積し，「実篤，『白樺』，新しき村」等に関する

問合せに対して調査回答するレファレンスサービスの充実を図ります。 

 調査・研究事業では，所蔵資料と新たに収集した資料・情報の調査・研究を更に深め，そ

の成果を継続して蓄積し，展示事業・普及事業に反映して参ります。 

ツイッターの独自アカウント運用による即応的な情報発信や話題の提供，報道機関等への

きめ細かなリリースの提供など，積極的に広報活動を展開し，より広く実篤と実篤記念館の

事業活動の普及に努め，認知度を高めていきます。 

 来館・来園が困難な利用者への対応やＩＣＴ教育への活用に向けて，実篤作品はもとより

実篤公園の自然を紹介する動画や，講座等の普及事業を収録した映像のインターネット配信

を推進します。 

イ 資料管理事業

資料収集・管理事業では，実篤記念館の収蔵資料の充実を図るため，情報を集めて，寄

贈，寄託，購入などの収集に関わる業務を行うとともに，美術品等の購入については調布市

へ提案して参ります。さらに，作品・資料の貸出等の業務にも対応します。 

 資料整理・保存事業では，資料整理に努めることにより，所蔵資料を事業全般で活用でき

るよう取り組みます。整理後は収蔵品データベースへの登録作業を進め，収蔵品データベー

スの充実を図ります。資料整理に伴う調査・研究により，作品・資料の意味づけを行い，こ

れによって価値を明確にし，高めることへつなげます。 

 貴重な作品・資料を後世に伝えるため，収蔵庫・展示室等の温湿度のモニターを行い，保

存環境の管理に努めます。また，実篤等の自筆原稿や書簡の劣化を防ぎ，展示事業に活用す

るために複製を作製するほか，保存状態が悪い作品・資料の修復を行い，収蔵作品・資料の

適切な保存・管理を行います。 

ウ 情報提供システム事業

収蔵品データベースについて，未入力資料の入力や画像データの追加，また，記述の統一

や項目の追加などデータの質の向上に努め，充実を図ります。情報提供システムを活用して

収蔵品や実篤に関する情報を広く公開し，実篤とその活動の理解や作品の鑑賞につなげま

す。 

市の基本計画に位置づけられている情報提供システム（収蔵品データベース，情報閲覧シ

ステム，映像視聴システム，ホームページ）の全面リニューアルに向けて検討を行い，ま

た，リニューアルまでの間，安定的な運用に努めます。 

エ 施設管理運営事業

実篤記念館は「公共の施設」であり，市民にとって身近な芸術鑑賞施設であることを踏ま

えて，利用者の公平性・平等性を確保するとともに，実篤記念館の設置目的を踏まえた適切

な運営に努めます。 

 施設維持管理については，施設・設備の経年劣化による各種の不具合発生の件数が増加し

ています。利用者の安全性・快適性を維持するとともに，所蔵している実篤関連の作品や資

料を，永く後世に伝えていくために良好な展示及び保存環境を確保し，適切な施設・設備の

日常管理に努めます。また，展示室・閲覧室，収蔵庫の空調設備については，適正な温湿度

となるように温湿度を記録し，状態を確認しながら空調機器の稼働調整を行います。 



- 6 -

 令和４年度は，隔年で実施している収蔵庫等の環境調査を行うほか，調布市が実施する実

篤記念館の外壁及び屋上防水等改修工事について，充分に連携を図り，施設機能の維持向上

に取り組みます。 

（２）受託事業（実篤公園日常管理事業）

実篤公園及び国の登録有形文化財に登録された旧実篤邸の日常管理業務を行い，実篤記念館

と実篤公園を一体的に管理することで，利用者がより快適に利用できるように努めます。 

（３）自主事業

物販事業は，自主財源を増やすことにつながります。また，その収益を自主事業（「観梅

のつどい」，「朗読ワークショップ」等）の充実や魅力あるミュージアムグッズ制作，仙川

駅前地図広告掲載費用等に充てることにより，普及事業の充実をサポートします。 

 さらに，物販事業を通して広く実篤や実篤記念館事業を広報し，より多くの人に実篤や実

篤記念館に親しんでもらい，認知度を高めます。 

（４）財団運営

財団運営にあたり，これまでに培ってきた経験と実績，信頼を最大限に発揮して参ります。

令和元年度からは指定管理期間が１０年となり，財団はより長期的な展望を持って事業計画

に取り組み，また，人材の確保と育成を図ることができるようになりました。職員が安心し

てスキルアップに励みながら業務に当たれるよう，労務管理をはじめとした職場環境を整備

し，安定した財団運営や事業内容の充実につなげます。 

 また，総務係と事業係の職員を相互に異動させることにより，それぞれの業務を理解した

うえで，実務に当たることができるようにしています。引き続き，柔軟な組織運営を図り，

協力体制を構築する取組を継続し，財団全体の事業運営を活性化させて参ります。 

 人材育成については，職員一人一人のスキルアップを図るとともに，引き続き円滑な世代

交代を図るために，財団内の実務を通して，ベテラン職員から若手職員へ知識や技術の継承

を進めます。また，事業係，総務係ともにそれぞれの専門分野について幅広い研修に参加し，

資質向上が図られるよう職員の育成に努めます。さらに，人材育成の観点から，人事評価制

度の導入を進めます。 

 運営費用については，利用料金をはじめとする事業収入の安定確保に努めるとともに，自

主財源を確保し，利用者へのサービスと事業の質が低下することがないよう，効果的・効率

的な事業運営に努め，経費の抑制を図って参ります。 

 また，アンケート等により利用者のニーズを把握するとともに，ニーズへの的確な対応を

図り，事業運営や施設管理，利用者の満足度アップや利用促進に反映するように努めます。 
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４ 事業内容 

（１）展示事業

（単位：千円） 

№ 事 業 名 事 業   内 容 予算額 

１ 展示事業 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

  実篤記念館では年間を通じての常設展示とはせず，いつで 

も新しい発見がある，魅力ある展示作りを目指す。 

実篤の文学，美術，演劇，思想といった幅広い活動を紹介 

するために多角的なテーマを設けるとともに，実篤記念館の 

充実した収蔵品を紹介する。 

  関係機関，協力者等との協働を深めながら，年間で2回の 

 特別展と4回の企画展，移動展を開催する。 

【令和4年度】 

・特別展

春「人間萬歳」−実篤と狂言−

秋「受け継がれてきたもの」−武者小路家ゆかりの名品− 

・所蔵品による企画展 4回開催

・移動展（会場：調布市文化会館たづくり展示室）

「人生の旅人に幸あれ」−実篤の言葉を味わう−

＊詳細は別紙のとおり 

3,807 

２ 外部展示事業 

(受託事業)  

【対象】 

  一般 

【事業概要】 

  実篤の幅広い活動や実篤記念館の多岐にわたる収蔵品を広 

く紹介していくために，他の文学館・美術館等で開催する展 

覧会の企画・構成や展示協力を受託する。 

6 

（２）普及事業

  （単位：千円） 

№ 事 業 名 事 業   内 容 予算額 

１ 講演会・講座等

事業 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

  普及事業を通して実篤についてより理解を深め，身近で親 

しみのある教育・芸術・文化の場として，「地域の人々が気 

軽に学ぶ場」を提供する。 

  講演会をはじめ各種講座を開催して，「武者小路実篤を核と 

1,459 
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 した特色ある事業」として，幅広い世代に対し良質な普及事 

業を提供することにより，市民の誇りとなるような事業を展 

 開する。 

【令和4年度】 

・実篤記念館から外へとつながる普及事業を積極的に展開し，

市内施設や他団体等との共催事業や出前事業を実施する。

 (通年) 

・文学講座，自然観察会，美術講座等の開催（通年）

・アンケート調査の実施により，受講者の開拓，事業内容の

充実を図る。（通年）

・展覧会ごとに各2回の展示解説を開催（通年）

・団体利用者に対する解説を実施（通年）

・桐朋学園大学，市内公民館等の地域施設や地元仙川商店街

等地域と連携した事業に取り組む。（通年）

・調布市郷土博物館や市内施設及び近隣美術館等との事業連

携を深め，実篤と実篤記念館の認知度を高める。（通年）

・他機関の事業活動に協力して，講師を務めるなどの機会を

通して，実篤や実篤記念館事業の普及に努める。（通年）

・毎年計画的に制作する映像作品では，来場が困難な利用者

が実篤に親しみ学べるよう，旧実篤邸のＶＲ（仮想現実）

映像を制作し，ホームページ上で公開する。

２ 学校教育との連

携事業 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市内小・中学校 

【事業概要】 

  実篤記念館が持つ文学，美術，自然，情報等の様々な要素 

を活用して，小・中学生を対象とした「調べ学習」，「創作」， 

「芸術鑑賞」を中心としたキッズプログラムの充実に取り組 

み，実篤や実篤記念館に親しむ機会を増やす。 

 様々な広報を通して，身近にある教育・文化施設としての 

認知度を高め，利用促進を図る。 

 事業を通して子どもたちに多様な体験を提供し，幼い頃か 

ら芸術・文化に触れることにより，子どもたちが感性を磨き， 

自身で考える力と豊かな心を育めるように，博学連携プログ 

ラムやその活用体制づくりなど，次代を担う層へのアプローチ

を積極的に推進する。 

【令和4年度】 

・夏休み講座，夏休み自由研究サポートを開催

・「調べ学習」，「創作」，「芸術鑑賞」等のキッズプログラム

について新たな方法も取り入れながら充実を図る。（通年）

645 
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・解説シート「もっと知りたい武者小路実篤」の作製（年3枚）

・学校での展示に活用するパネルを作製（年1回）

・学校図書館へ実篤関連資料や情報を提供する。（通年）

・学校でのパネル展示や出前講座を実施する。（通年）

・鑑賞教育，職場体験，訪問等の学校事業に協力する。

（通年） 

・博学連携プログラムを構築する中で，地域ゆかりの文化遺

産である実篤と実篤記念館に親しむ機会となる事業企画を

推進し，その活用と体制づくりを進め，学校との連携をより

深める。

・ＩＣＴ教育で活用できる情報・教材の整備・作製を推進す

る。

３ ボランティア 

事業 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

  市民，地域との連携を図るボランティアの活動は，現在， 

幅広い普及活動を展開する上で大きな力となり，引き続き 

充実した活動を進める。 

【令和4年度】 

・普及事業，環境整備，パソコンを利用した作品・資料デー

タの入力作業によるサポート活動（通年）

・ボランティアによるガイドの実施（通年）

・ボランティアの活動環境を整備（通年）

198 

４ 友の会事業 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

友の会事業は実篤記念館と来館者を結ぶものであり，会員 

の増強に努め，会員に関連情報を提供する友の会ニュースを 

定期的に発行する。 

【令和4年度】 

・友の会ニュースの発行（年6回）

100 
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５ 広報事業 

(指定管理事業) 

１ 

◎広報資料の作成・配布

【対象】 

   市民・一般 

【事業概要】 

実篤記念館事業について各方面に積極的な広報を実施して， 

実篤記念館及び事業活動の認知度を高める。 

【令和4年度】 

・特別展ポスター及びチラシの作成・配布（年2回）

・展示案内の作成・配布（年1回）

・企画展，講座等のミニポスター等の作成・配布（通年）

・館報の編集・配布（年2回）

・市報等への情報提供（通年）

・報道機関への情報提供と各種取材への対応（通年）

1,940 

◎印刷物編集・刊行事業

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

実篤の活動や所蔵資料を紹介する刊行物を編集及び刊行し 

て，広く実篤への理解を深める。 

【令和4年度】 

・特別展パンフレットを編集・刊行(年2回)

1,160 

◎ホームページ

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

ホームページを運用することにより，広く実篤や実篤記念

館事業を広報して，より多くの人に実篤の魅力や実篤記念館 

の事業活動を周知し，認知度を高める。 

【令和4年度】 

ホームページの内容の充実と迅速な情報提供に取り組み，

より多くの人に事業や実篤関連情報，事業記録等を周知する 

ように運用する。また，調査・研究の成果を順次ホームペー 

ジで公開する。 

ツイッターの独自アカウントを効果的に利用して，実篤記

念館と実篤関連情報を提供することにより，即応的に，より 

広く情報を発信する。 

 さらに，実篤作品や実篤公園の自然等を紹介する映像配信 

の取組を推進する。 

1,570 
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◎ぐるっとパス事業

【対象】 

市民・一般 

【事業概要】 

「東京・ミュージアムぐるっとパス2022」事業を通して，実 

篤記念館の活動を周知し，広報の充実に取り組む。 

【令和4年度】 

東京の美術館・博物館等共通入館券2022実行委員会が主催 

  する「東京・ミュージアムぐるっとパス2022」に参加して展 

  覧会や事業の広報，普及に努める。令和4年度からチケットを 

電子化して運用（通年，ポスター・チラシ年2回発行） 

215 

（３）資料収集・管理事業

（単位：千円） 

№ 事 業 名 事 業   内 容 予算額 

１ 資料収集・管理

事業  

（助成事業/指定

管理事業） 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

  収集事業では，所蔵資料の充実を図るための情報を集め， 

購入をはじめ収集に関わる業務を行い，また，美術品等の 

購入については市へ提案していく。 

  管理事業では，市の条例等を遵守して，資料の貸出及び特 

別撮影等の申請受付，承認を行う。 

  また，貴重な作品・資料を後世に伝えるために保存環境を 

把握し，適切な状態で収蔵するように管理に努め，所蔵資料 

 が事業全般で活用できるように積極的に取り組む。 

【令和4年度】 

(1) 収集（通年）

・書画，原稿，書簡，図書，雑誌，写真，映像音声資料，

その他関連資料の情報を集め，購入収集について市へ提

案する。

・図書，雑誌の購入作業を行い，市へ報告する。

・寄贈，寄託受入手続きを行い，市へ報告する。

(2) 資料管理（通年）

・貴重な作品・資料の保存環境を管理し，環境整備が必要

な場合は，市へ提案する。

・貴重な作品・資料のための動産保険加入手続き等を実施

する。

1,545 
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・作品・資料の利用申請，承認手続き及び貸出・返却に伴

う業務を行う。

・作品・資料の特別撮影への対応を行う。

（４）資料整理・保存事業

（単位：千円） 

№ 事 業 名 事 業   内 容 予算額 

１ 資料整理・保存

事業 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

  資料整理・保存事業では，収集した作品・資料を速やかに 

整理して，収蔵品データベースへの入力作業を進める。 

  また，良好な状態で保存して，貴重な作品・資料を後世に 

伝えるように努め，収蔵品をより活用できるように積極的に 

取り組む。 

  実篤等の自筆原稿や書簡の劣化を防ぎ，展示事業に活用す 

るために複製を作製するほか，保存状態の悪い作品・資料の 

 修復なども行い，収蔵作品・資料の適切な保存・管理を図る。 

【令和4年度】 

(1) 整理・保存（通年）

・収蔵資料を整理し，状態把握に努めて，良好な状態で保

存する。

・収蔵品や関連資料の記録撮影，写真パネル等を整備する。

・未整理収蔵作品・資料の整理・保存作業を進める。

・旧実篤邸内にある所蔵品の消毒作業を行う。

(2) 所蔵作品・資料等の修復，複製作製等（通年）

・所蔵作品・資料の適切な保存・管理を図るため，資料状

態の把握と計画的な修復作業を実施する。

・貴重な資料の複製を作製し活用する。

(3) 収蔵品データベースの充実（通年）

・実篤記念館が収蔵する作品・資料，実篤に関する情報の

入力作業を進め，収蔵品データの充実を図るとともに，

展覧会，レファレンス業務，収蔵品管理等に活用する。

・未整理収蔵資料をデータ化し，収蔵品情報の充実に努め

る。

1,586 
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（５）閲覧サービス・情報公開事業

（単位：千円） 

№ 事 業 名 事 業   内 容 予算額 

１ 閲覧サービス 

事業 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

所蔵資料の閲覧，実篤に関する問合せに対して調査回答を 

行うレファレンスサービスを提供する。また，情報提供シス 

テムの活用を通して，所蔵品や実篤に関する情報を広く公開

する。 

  実篤をはじめ，『白樺』，新しき村に関する資料や，近代 

文学・美術の図書を開架する閲覧室を中心に，資料の充実と 

活用の促進を図る。 

【令和4年度】 

(1) 一般閲覧

・閲覧室における，閲覧・レファレンス業務，開架図書の

管理，閉架図書の出納及び図書の紹介を行う。（通年）

・展示室と閲覧室の休室が重なる日は，閲覧室を開室する。

(2) 特別閲覧

・特別資料の閲覧・レファレンス業務を行う。（通年）

54 

２ 情報公開事業 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

  実篤記念館が収集した作品，資料，文字，画像，映像，研究 

情報，記録データ等を活用して，これらを収録した情報提供シ 

ステム（収蔵品データベース，情報閲覧システム，映像視聴シ

ステム，ホームページ）を安定的に運用することにより，多岐

にわたる情報の公開に努めて，利用の促進を図る。 

【令和4年度】 

・情報提供システムの運用

新たに収集した作品，資料，文字，画像，映像，研究情報，

記録データ等の情報は，収蔵品データベースをはじめとした 

情報提供システムに追加・更新して公開する。 

・システムリニューアルに向けた検討

市の基本計画に位置づけられているシステムの全面リニュー

アルに向けて，技術の進歩と情報利用の環境変化，時代のニー

ズを踏まえた改修の方向性と内容を検討する。 

3,212 
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（６）調査・研究事業

（単位：千円） 

（７）自主事業

 （単位：千円） 

№ 事 業 名 事 業   内 容 予算額 

１ 物品販売事業 

（自主事業） 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

自主事業の中心となるミュージアムグッズ販売事業は，自 

主財源を増やすとともに，その収益を自主事業の充実や魅力 

あるミュージアムグッズ制作に充て，普及事業の更なる充実 

を図る。 

  また，販売事業を通して，広く実篤や実篤記念館事業を広 

報することにより，より多くの人に実篤や実篤記念館を周知 

して，認知度を高める。 

【令和4年度】 

・ミュージアムグッズの販売

・魅力あるミュージアムグッズの開発

・販売事業を通して，実篤，実篤記念館の認知度を高める。

4,255 

№ 事 業 名 事 業   内 容 予算額 

１ 調査・研究事業 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

  広く開かれた「実篤，『白樺』，新しき村」に関する情報収

集発信基地としての役割を担い，特別展関連及び収蔵資料の調

査・研究に取り組む。 

  他の文学館・美術館や研究機関等の協力を得ながら，調査及 

び研究活動を進めることで，所蔵資料や関連資料の新たな情報 

を得て，作品・資料の利用価値を高めていく。また，調査・研

究で得た成果については事業全般にわたり活用を図る。 

【令和4年度】 

・実篤の作品発表に関する情報収集，記録，作品リストの充実

（通年）

・所蔵作品・資料の調査（通年）

・特別展に関連した作品・資料の調査（通年）

・『白樺』及び同人に関する調査（通年）

・他の機関の研究・事業活動への協力（通年）

・調査・研究成果をホームページで順次公開（通年）

147 



２ 自主事業 

（自主事業） 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

  調布市の指定管理事業以外に自主財源を増やし，事業の充 

実を図るために，自主事業に取り組む。 

【令和4年度】 

・「観梅のつどい」を開催（年1回）

・「朗読ワークショップ」を開催（年1回）

・桐朋学園大学音楽学部と連携してコンサートを開催（年1回）
・文化施設や団体，民間事業者と連携した自主事業（通年）

・施設管理アドバイザーを委託し，財団の施設管理について

助言を受ける。（通年）

1,160 

（８）施設管理運営事業

（単位：千円） 

№ 事 業 名 事 業   内 容 予算額 

１ 実篤記念館施設

管理運営業務 

(指定管理事業) 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

市の条例等に基づいて，利用者が公平かつ平等に利用でき 

るように努める。また，利用者の立場に立ち，安全かつ快適 

に利用しやすいように適切に管理する。 

開館 37 年目となり，施設・設備の経年劣化による不具合が 

発生しているため，必要な修繕を実施する。 

所蔵している実篤関連の作品・資料を永く後世に伝えてい 

  くための展示及び保存環境を確保する。また，利用者が良好 

な状態のもとで鑑賞できるよう，中・長期的な視点から施設 

の不具合等の必要な修繕について市に提案する準備を進める。 

また，利用者と職員の安全確保と収蔵品を保護するために， 

 職員全員が参加する防災訓練を実施する。 

【令和4年度】 

・電気，空調設備等の施設及びこれに付帯する設備の操作，

保守点検業務，維持管理・保全や清掃，警備，施設・設備

の軽微な補修，施設運営の維持経費である公共料金の支払

を行う。（通年）

・止水板の改修を実施（3年計画の1年目)

・建設から28年が経過した資料館地下ピット内の調査を実施

・収蔵環境を守るため収蔵庫等の環境調査を実施（隔年）

・案内誘導サインは，調布市公共サイン整備ガイドラインに

- 15 -

13,574 
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  基づき，デザインの統一を図り，英文表記も加え，利用者に 

  分かりやすい案内誘導サインへ計画的に改修，整備する。 

・展示室，閲覧室，収蔵庫の空調機器を監視しながら，温湿

度の調整に努める。

・特定建築物定期調査（3年に1度）を実施

・新型コロナウイルス感染防止対策を実施

・実篤記念館外壁及び屋上防水等改修工事に取り組む

２ 実篤公園日常管

理業務 

（受託事業） 

【対象】 

  市民・一般 

【事業概要】 

  実篤公園は，湧水と武蔵野の自然を残しており，旧実篤邸 

は実篤が実際に生活していた場として，多くの利用者が関心 

を持つ施設である。実篤記念館は，実篤公園と旧実篤邸の存 

在が相乗し合うことで，より一層魅力が高まる。 

  実篤公園及び園内の旧実篤邸の日常管理を行い，利用者の 

立場に立って，安全かつ快適に利用しやすいように適切に管 

理する。 

平成30年11月に国の登録有形文化財に登録された旧実篤邸 

について，建設から67年を経過した建物を後世に伝えていく 

ために，状態を把握して，良好な状態を保持するように適切 

な保存に努め，公開と活用を進めていく。 

  また，自然の保全や公園施設の補修，旧実篤邸の保存につ 

いて，市の対応が必要な場合は速やかに調布市緑と公園課へ 

報告・提案する。 

7,869 

【令和4年度】 

・実篤公園の日常管理及び旧実篤邸の公開業務のほか，維持

管理・保全のため清掃，警備を行う。（通年）

・国の登録有形文化財に登録された旧実篤邸の保存に努めな

がら，認知度を高め活用を図る。（通年）

・文化財保存の視点を踏まえて旧実篤邸の窓枠修繕を実施
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別紙 

令和４年度調布市武者小路実篤記念館 展覧会日程 

＜展覧会日程＞ 

◎春の特別展「人間萬歳」－実篤と狂言－

会期：令和４年 ４月２９日（金・祝）〜  ６月 ５日（日） 

◎企画展「画家・河野通勢の表現」

会期：令和４年 ６月１１日（土）〜 ７月１８日（月・祝） 

◎夏休み企画「はじめての武者小路実篤」

会期：令和４年 ７月２３日（土）〜 ８月２８日（日） 

◎秋季展「作家の筆跡」－所蔵原稿名品展－

会期：令和４年 ９月 ３日（土）〜１０月１０日（月・祝） 

◎秋の特別展「受け継がれてきたもの」－武者小路家ゆかりの名品－

会期：令和４年１０月１５日（土）〜１１月２７日（日） 

外壁及び屋上防水等改修工事による臨時休館 １１月２９日（火）〜 令和５年３月３日（金）

◎春季展「思い切って咲くもの萬歳」－花と実篤－

 会期：令和５年 ３月  ４日（土）〜 ４月１６日（日） 

移動展「人生の旅人に幸あれ」－実篤の言葉を味わう－ 

（於：調布市文化会館たづくり 展示室） 

会期：令和４年１２月 ８日（木）〜 令和５年 １月１５日（日） 



Ⅰ事業活動収支の部

（事業活動収入） （単位：千円）

大

1 88,043 87,626 417

１ 人件費 78,191 77,999 192

２ 事務費 9,852 9,627 225

２ 指定管理料 28,121 28,701 △ 580

１ 指定管理料 28,121 28,701 △ 580

３ 7,875 7,188 687

１ 受託事業(実篤公園日常管理） 7,869 7,182 687

２ 受託事業(展覧会受託） 6 6 0

４ 1,000 1,000 0

１ 利用料 850 850 0

２ 頒布料 150 150 0

５ 381 381 0

１ 事業参加費 80 80 0

２ 友の会会費 100 100 0

３ 雑収入 200 200 0

４ 利子収入 1 1 0

５ 繰入金 0 0 0

６ 5,425 5,745 △ 320

１ 自主事業収入 50 50 0

２ 物品販売事業収入 5,073 5,343 △ 270

３ 諸収入 300 350 △ 50

４ 利子収入 1 1 0

５ 繰入金 1 1 0

事業活動収入計（A） 130,845 130,641 204

（事業活動支出） （単位：千円）

大

１ 88,043 87,626 417

１ 人件費 78,191 77,999 192

２ 事務費 9,852 9,627 225

２ 15,884 15,692 192

１ 普及促進事業費 11,080 10,934 146

２ 資料管理事業費 1,586 1,311 275

３ 情報提供システム事業費 3,212 3,441 △ 229

４ 受託事業費 6 6 0

３ 21,443 21,528 △ 85

自主事業収入

令和４年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館

収　支　予　算　書

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

科 目
予算額

前年度
当初予算額

増減 備 考
中

補助金

受託事業収入

利用料

諸収入

科 目
予算額

前年度
当初予算額

増減 備 考
中

管理費

事業費

施設管理費
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１ 施設管理運営事業費 13,574 14,346 △ 772

２ 実篤公園管理事業費 7,869 7,182 687

４ 5,425 5,745 △ 320

１ 積立金 10 10 0

２ 物品販売事業費 4,255 4,545 △ 290

３ 自主事業費 1,160 1,190 △ 30

事業活動支出計（B） 130,795 130,591 204

事業活動収支差額（C）《（A）－（B）》 50 50 0

Ⅱ　投資活動収支の部

（単位：千円）

大

１ 投資活動収入 0 0 0

投資活動収入計 0 0 0

（投資活動支出） （単位：千円）

大

1 0 0 0

１ 什器備品費 0 0 0

投資活動支出計 0 0 0

投資活動収支差額（D） 0 0 0

（単位：千円）

大

１ 財務活動収入 0 0 0

財務活動収入計 0 0 0

（単位：千円）

大

1 財務活動支出 0 0 0

１ 返還金 0 0 0

財務活動支出計 0 0 0

財務活動収支差額（E） 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 （単位：千円）

大

１ 50 50 0

0 0 0

4,282 3,030 1,252

4,282 3,030 1,252

自主事業費

（投資活動収入）

科 目
予算額

前年度
当初予算額

増減 備 考
中

予算額
前年度

当初予算額
増減 備 考

中

科 目

投資活動支出

Ⅲ　財務活動収支の部

（財務活動収入）

科 目

科 目

中

（財務活動支出）

予算額
前年度

当初予算額
増減 備 考

前年度
当初予算額

増減 備 考予算額

予算額
前年度

当初予算額
増減 備 考

中

予備費支出（F）

当期収支差額（C+D+E-F）

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

中

科 目
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